
 

○津山工業高等専門学校海外語学研修実施規程  

 

令 和 ３年 ３ 月 ２ ４ 日  

規  程  第  ６  号  

 

改 正  令 和 ６ 年 ２ 月 20 日 規 程第 １ 号  令 和６ 年 ７ 月 19 日 規 程第 12 号  

令 和 ８年 ７ 月 １ 日 規 程第 12 号                 

 

（ 趣 旨）  

第 １ 条  こ の 規 程 は ，津 山 工 業 高 等専 門 学 校 の教 育 課 程 に 基 づ く「 海 外 語 学研 修 」

に 関 し， 必 要 な 事 項 を 定 める も の と す る 。  

（ 目 的）  

第 ２ 条  海外 語 学 研 修 を 受 け るこ と に よ り ， 外 国 での 生 活 を 通 し て 国 際感 覚 及 び

異 文 化 理 解に つ い て 体 験 的 に 考え ， 外 国 語 を 使 っ て意 思 伝 達 で き る コ ミュ ニ ケ

ー シ ョン 能 力 の 向 上 を 図 るこ と を 目 的 と す る 。  

（ 研 修実 施 機 関 ）  

第 ３ 条  海 外 語 学 研 修 は ，校 長 が 指 定 す る 研 修機 関 に お い て 行 う もの と す る 。  

（ 研 修実 施 時 期 ）  

第 ４ 条  海外 語 学 研 修 の 実 施 時期 は ， 原 則 と し て 校長 が 適 切 と 認 め た 時期 に 行 う

こ と とす る 。  

（ 履 修手 続 ）  

第 ５ 条  海 外 語 学 研 修 を 履修 し よ う と す る 学 生（ 以下「 履 修 生 」と い う。）は ，海

外 語 学 研 修を 履 修 し よ う と す る年 度 の 前 年 度 の 適 切な 時 期 ま で に 担 当 教員 を 決

定 し ， 担 当教 員 に 計 画 書 (別 紙 様 式 １ )を 提 出 し ， 研修 を 受 け る こ と の 了解 を と

ら な け れ ばな ら な い 。 そ の 後 ，所 定 の 期 日 ま で に 履修 願 (別 紙 様 式 ２ )等 必 要 書

類 を 校長 に 提 出 し な け れ ばな ら な い 。  

２  校長 は ， 前 項 の 書 類 に基 づ き ， 研 修 実 施 関係 機 関 へ 依 頼 す る もの と す る 。  

（ 経 費）  

第 ６ 条  研 修 に 要 す る 経 費は ， 原 則 と し て 履 修生 の 負 担 と す る 。  

（ 研 修実 施 責 任 者 及 び 担 当教 員 ）  

第 ７ 条  研 修 実 施 責 任 者 は国 際 交 流 セ ン タ ー 長と し ，担当 教 員 は 本校 教 員 と す る 。 

２  担 当 教員 は ， 履 修 生 の 提 出し た 計 画 書 を も と に， そ の シ ラ バ ス を 作成 し な け



 

れ ば なら な い 。  

３  研修 実 施 責 任 者 及 び 担当 教 員 は ， 研 修 実 施 機 関 の 把 握 等 を 行 うも の と す る 。  

（ 報 告）  

第 ８ 条  校長 は ， 修 了 証 明 書 （別 紙 様 式 ３ ） の 提 出を 研 修 実 施 機 関 へ 依頼 す る も

の と する 。  

２  海 外 語学 研 修 を 履 修 し た 学生 は ， 研 修 終 了 後 ，所 定 の 期 日 ま で に 研修 報 告 書

(別 紙 様 式 ４ )を，担 当 教 員を 経 て ，研 修 実 施 責任 者 に 提 出 し な け れば な ら な い 。  

（ 評 価及 び 単 位 の 認 定 ）  

第 ９ 条  研修 実 施 責 任 者 は ， 次に よ り 研 修 の 成 果 を評 価 し ， そ れ に 基 づき ， 教 務

委 員 会で 単 位 の 認 定 を 行 うも の と す る 。  

（ １ ）海 外 語 学 研 修 の 単 位を ， ２ 単 位 と す る 。  

（ ２ ）海 外 語 学 研 修 の 単 位は ， 履 修 １ 日 は ８ 時間 を 上 限 と し て 定 め， 60 時 間

以 上 をも っ て 単 位 と す る 。  

（ ３ ）研 修 の 評 価 は ， 第 ５条 に 規 定 す る 研 修 計画 書 ， 第 ８ 条 に 規 定す る 研 修 修

了 証 明書 及 び 研 修 報 告 書 に基 づ き 100 点 法 で 行う も の と す る 。  

（ ４ ）単 位 の 認 定 は 教 務 委員 会 に お い て 行 う こと と す る 。 履 修 生 は， 単 位 認 定

願 (別 紙 様 式５ )を 提 出 し ，単 位 認 定 の 申 請 を 行う こ と と す る 。  

（ 研 修中 の 災 害 等 ）  

第 10 条  研 修 中 に 災 害 な ど の事 故 が あ っ た 場 合 は， 校 長 は 速 や か に 必要 な 措 置

を 講 ずる も の と す る 。  

（ 保 険）  

第 11 条  履 修 生 は ， 研 修 を 受け る に 当 た り 傷 害 保険 及 び 賠 償 責 任 保 険に 加 入 す

る も のと す る 。  

（ 雑 則）  

第 12 条  こ の規 程 に 定 める も の の ほ か ， 研 修 に 関 し 必 要 な 事 項 は， 別 に 定 め る 。 

（ 事 務）  

第 13 条  研修 に 関 す る 事務 は ， 学 生 課 国 際 交流 係 に お い て 処 理 する 。  

 

附  則  

こ の 規程 は ， 令 和 ３ 年 ４ 月１ 日 か ら 施 行 す る 。  

附  則（令和６年２月 20 日規程第１号）  

この規程は，令和６年２月 20 日から施行し，令和５年４月１日から適用する。  

附  則（令和６年７月 19 日規程第 12 号）  



 

この規程は，令和６年７月 19 日から施行し，令和６年４月１日から適用する。  

附  則（令和８年７月１日規程第 12 号）  

こ の 規程 は ， 令 和 ８ 年 ７ 月１ 日 か ら 施 行 す る 。  

 

 



 

                                                                            (別紙様式１) 

 

 

 研修実施責任者 

 

 担当教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外語学研修計画書 

 

                                   年  月  日 

 

  津山工業高等専門学校長  殿 

 

                           系（年）   年（組）   番 

 

                        氏 名               

 

 下記のとおり，計画しましたので提出します。 

 

 

記 

 

  科 目 名   海外語学研修 

 機 関 名     

 期 間   年  月  日 ～     年  月  日 (   時間) 

 担 当 教 員   

 

 計 画 

(動機や目的，スケジュ

ールなどを具体的に記

入する。記入欄が不足

する場合は別紙を付け

てもよい) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そ の 他  

 

 

 

                                                                         



 

  (別紙様式２) 

 

 

 研修実施責任者 

 

 担当教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外語学研修履修願 

 

 

                                   年  月  日 

 

 

  津山工業高等専門学校長 殿 

 

 

                          系（年）   年（組）   番 

 

                        氏 名               

 

 

 下記のとおり，履修を行いたいので，御許可くださるようお願いします。 

 

 

記 

 

  科 目 名  海外語学研修 

 機 関 名     

 期 間   年  月  日 ～     年  月  日 (   時間) 

 担 当 教 員  

  そ の 他  

 

 

 

 

 



 

(別紙様式３） 

Certificate of Completion 

 

 

 

This is to certify that 
 

 

                               
(student name) 

has successfully completed the curriculum / 

requirements 
 

 

at                                                                              
(school name / organization name) 

 
 

From        to                                       

                     (yy/mm/dd)        (yy/mm/dd)  

 

 

Total number of school / program days              
(days) 

 
 

       Total number of days present                 
(days) 

  

  

 

 

 

                                            

Director 

 

 

                                          

Date 



 

                                                                                                                                          

(別紙様式４) 

 

 

研修実施責任者 

 

 担当教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外語学研修報告書 

 

                                   年  月  日 

 

  津山工業高等専門学校長 殿 

 

                          系（年）   年（組）   番 

 

                        氏 名               

 

 下記のとおり，研修を受けましたので報告いたします。 

 

 

記 

 

  科 目 名   海外語学研修 

 機 関 名     

 期 間   年  月  日 ～     年  月  日 (   時間) 

  担 当 教 員  

 

 内 容 

(当初の計画どおり実

施できたか，参考にな

ったことなどを具体的

に記入する。記入欄が

不足する場合は別紙を

付けてもよい) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  そ の 他  

 

 

 

 

 ※単位認定に必要と認めたときは，本報告書とは別の報告書等の提出を求めることがある。その  

場合は，指示に従うこと。 

                                                                          



 

 

 (別紙様式５) 

 

 

研修実施責任者 

 

 担当教員 

 

  学級担任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外語学研修単位認定願 

 

 

                                   年  月  日 

 

 

  津山工業高等専門学校長 殿 

 

 

                          系（年）   年（組）   番 

 

                        氏 名               

 

 

 下記のとおり，履修しその成果が得られましたので，単位の認定をお願いいたします。  

 

 

記 

 

  科 目 名   海外語学研修 

単     位   数      ２ 単位 

 機 関 名   

 期 間   年  月  日 ～     年  月  日 (   時間) 

担 当 教 員  

 

  そ の 他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


